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串間市　商工観光スポーツランド推進課
仕　様　書１：　　都井岬ビジターセンター管理運営業務仕様書

　この仕様書は、指定管理業務の共通事項を示すものであり、指定管理者は誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。

１　法令の遵守

　　指定管理者は、指定管理業務を行うに当たって関係法令を遵守し、特に関係法令に定めるところの諸手続き（許可、届出等）を遅滞なく行うものとする。

２　管理責任者の指定

　　指定管理者は、事務員の中から管理責任者１名を選任し、串間市に届け出るものとする。
３　事務員の確保

　　指定管理者は、指定管理業務を行うに当たり、指定管理業務遂行に適した事務員を対象施設内に配置するものとする。

４　名簿及び勤務計画表の提出

　　指定管理者は、事務員の名簿（氏名、年齢、住所、写真、担当業務等を記載したもの）

及び年間の勤務計画表を串間市に提出するものとする。事務員の異動があった場合も同様

とする。

５　服装、規律

　　指定管理者は、勤務中の事務員に対して次に掲げる事項を厳守させるものとする。
（１）当施設の業務に相応しい、衣服を着用して勤務すること

（２）礼儀正しく品行を慎み、応接に当たっては懇切丁寧を旨とし、仮にも粗暴な言動が

ないこと

（３）飲酒若しくは酒気をおびて勤務しないこと

（４）所定の場所以外で喫煙しないこと

（５）その他業務遂行を怠るような行為をしないこと

６　業務遂行記録の提出

　　指定管理者は、管理責任者に指定管理業務の遂行状況を記録させ、原則として翌日までに串間市にＥメール等で提出するものとする。また、支払い時（四半期毎）に、指定管理業務の遂行状況を点検し、串間市に提出するものとする。

７　留意事項

　　指定管理者は、指定管理業務の遂行に当たって、次の事項に留意するものとする。

（１）火気に十分注意すること

（２）電気、水の節約に努めること

（３）委託対象の施設等をき損又は損傷若しくは滅失等しないこと

（４）衛生に留意すること

（５）消防計画の遵守

仕　様　書２－１：　　都井岬ビジターセンター受付案内業務
　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、指定管理者は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。

１　目　的

　　受付案内業務（以下「業務」という。）は、入館者及び使用者（以下「施設利用者」という。）の利便を図るとともに、懇切かつ誠実に業務を行うことを目的とする。

２　業務の実施

　　業務の実施にあたり、施設利用の受付案内、展示解説及び観光ガイドの受付案内（仕様書２－２にかかる業務）ができる常駐者１名以上を対象施設に配置するものとする。

３　業務の内容

　　業務の内容は、次に掲げる事項及びこれに付随する一切の業務とする。

（１）入館料の収納に関する事務

　　　　入館料の徴収は、受付窓口にて行うものとする。また、入館料は当日に集計して、

指定管理業務遂行状況とあわせて報告するものとする。

（２）施設利用者への便宜供与

当施設のコンセプトへの導き及び説明（展示物の意味の説明）を行うものとする。

（３）施設内を清潔に保つための清掃

（４）その他、都井岬ビジターセンター条例(平成16年串間市条例第25号。以下｢条例｣と

いう｡)及び同施行規則(平成16年串間市規則第35号)に基づき串間市の指示する事項

４　業務の時間帯

　　業務の時間帯は、次に掲げるとおりとする。

（１）毎週月曜日(ただし､その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）
に規定する休日に当たるときはその翌日)を除く毎日とする。

（２）午前８時３０分から午後５時１５分までとする。ただし、串間市が管理上必要だと

認めたときは、この限りではない。

５　その他

　　３の（１）に示す入館料の収納に関する事務を行うに当たっては、条例第11条の規定により入館料を収納し、串間市財務規則(昭和41年串間市規則第3号)第57条の規定により、指定金融機関に速やかに払い込むものとする。

仕　様　書２－２：　　都井岬ビジターセンター展示解説及び観光ガイド受付案内
　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、指定管理者は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　目　的

施設利用者に対し、都井岬の魅力を深く啓発することを目的に、施設利用者から要望があった場合には、展示物の解説案内や観光ガイドの受付案内業務を行う。
２　業務の内容

　　業務の内容は、次に掲げる事項及びこれに付随する一切の業務とする。

（１）仕様書２－１（受付案内業務）にかかる業務

（２）施設利用者に対し、野生馬の生態や希少動植物等についての解説を行うとともに、

自然との正しい接し方をレクチャーする

（３）都井岬に限らず、当市の観光全般の総合案内も行う

３　展示解説及び観光ガイド受付案内に求められるもの

（１）都井岬の魅力を自ら進んで学習し、常に新しい情報をお客様に提供できること

（２）消防署等が主催する普通救命講習又はそれに類する研修等を修了していること

（３）初対面の人と話す事が苦痛でなく、誰とでも良好な関係を構築できること

（４）きめられた時間内に、自分の考えをまとめて話すことができること

（５）自然環境に興味があり、動植物が好きであること

４　有することが望ましい資格等（必須ではないが有力な選定基準）

・くしまエコツーリズムプロデューサー　 （一社）串間市観光物産協会

・CONEリーダー認定証
NPO法人自然体験活動推進協議会

・都井岬ガイド養成講座修了証　
  串間市商工観光ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ推進課

・ネイチャーゲーム指導員

 （公社）日本ネイチャーゲーム協会

・プロジェクトワイルド指導員修了証
（一財）公園財団

・宮崎県自然保護推進員

 （県）自然環境課

・教員免許（教員又は塾講師経験者）
 （県）教育委員会など

・語学力（英語、中国語、韓国語）
  各種検定試験

・その他、自然保護や観光ガイドに関係する資格、講習修了証など

仕　様　書３：　　都井岬ビジターセンター清掃業務
これ以降の仕様書の中にある「甲」は串間市、｢乙」は指定管理者を指すものとするが、指定管理者が当該業務を第三者に委託する場合には、「甲」は指定管理者、「乙」は委託先の業者等に、それぞれ読み替えるものとする。

　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。

１　目　的

　　清掃業務（以下「業務」という。）は、対象施設を清潔かつ快適な環境に保つとともに、懇切かつ誠実に業務を行うことを目的とする。

２　用語の定義

　　この仕様書に用いる用語の定義は、次のとおりとする。

（１）日常清掃：床はき・絨毯の除塵、吸殻・屑籠の処理、便所・洗面所等の清掃、トイ

レットペーパー・水石鹸の補充及び駐車場・施設周り掃き掃除等の作業

（２）定期清掃：ワックス塗仕上、絨毯のクリーニング、便所・洗面所等の床洗い、低所

室内外窓ガラス及び展示物ガラスケースの清掃、低所壁面拭き及び施設周辺敷地内の

雑草の除去や排水溝の清掃等の作業

３　業務の内容

　　業務の内容は､業務を日常清掃と定期清掃に区分し、実施日を次のとおりとするほか、串間市が別に定める実施基準表によるものとし、細部については別途協議のうえで定めるものとする。

（１）日常清掃は、毎回実施するものとする。

（２）定期清掃は、別紙の実施基準表に基づき実施するものとする。

４　業務の時間帯

　　業務の時間帯は、次に掲げるとおりとする。

（１）毎週火曜・木曜・土曜日。ただし、その日が休館日の場合はその翌日とする。

（２）午前９時００分から１時間の昼休みを除いた、午後４時までとする。ただし、甲が

　　管理上必要と認めたときは、この限りではない。

５　清掃に使用する材料の指定

　　清掃に使用する材料は、日本工業規格品又はこれと同等品を使用するものとする。

６　その他

    甲は、必要と認めた場合、乙の業務実施状況を臨時に検査できるものとし、この検査で不適格となった場合には、乙は業務をやり直さなければならないものとする。       

都井岬ビジターセンター清掃業務・実施基準表

	 　清 掃 区 分
	   　　　 清　掃　の　内　容
	実施時期
	　　 備　考
	

	 日

 常

 清

 掃
	 床及び展示物等の清掃
	風除室、エントランスホール、階段、

図書資料室、エレベーター、展示ホール、展望ロビー、映像ホール及び研修室等の

床掃き


	 毎　回
	 汚れの著しい箇所は、適切な処理により取り除く
 映像ホールでは掃除機を使用
	

	
	
	吸殻入れ及び屑籠の処理
	
	
	

	
	
	低所壁面の拭き掃除
	
	
	

	
	
	展示物ガラスケースその他の拭き掃除
	
	
	

	
	 絨毯の清掃
	掃除機による除塵
	
	
	

	
	 便所・洗面

 所等の清掃


	便器・洗面所の洗面台、洗い場、鏡等の薬液類による洗浄、トイレットペーパーや水石鹸の補充、便器隔壁・床面タイル及び化粧棚の水拭き、汚物やゴミの搬出処理
	
	 ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ及び水石鹸は指定管理者が支給する
	

	
	 低所ガラス

 の清掃
	風除室、受付、エントランスホール、

展望ロビー、ガラス手すり及び室外窓の

薬液類による磨き
	
	
	

	
	 壁・扉等

 の清掃
	低所チリ拾い並びにハタキ、掃除機に

よる除塵
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	 外回り

 の清掃
	玄関前、建物周辺、駐車場及び歩道等の

掃き掃除、馬フンの除去、散水及び足拭き

マットの清掃
	
	
	

	
	 金属

 の光沢研磨
	階段、手すり及び展示品等の金属部分の

光沢維持のための研磨清掃
	 随  時
	
	

	 定

 期

 清

 掃
	 床等の清掃
	館内低所窓枠の清掃
	 週１回
	汚れの目立つ

箇所は随時
	

	
	
	絨毯クリーニング
	年１回
	
	

	
	 ワックス

 塗り仕上げ
	エントランスホール、階段、展示ホール展示室､展示ロビー､エレベーターホールの床を洗浄した上、樹脂ワックスを塗り仕上げる
	 年２回
	
	

	
	 便所・洗面

 所等の清掃
	便所・洗面所等の床用洗剤による洗浄
	 月２回
	
	

	
	 外回り

 の清掃
	施設周辺の芝生広場の除草（馬の不食草）
	週１回
	
	

	
	
	排水溝の土石や落ち葉、枯れ枝等の除去
	月１回
	
	

	
	 ガラスの

 清掃
	防煙たれ壁用ガラスの清掃
	 月１回
	
	

	
	
	洗剤・乾布等による室内外窓ガラス拭き
	 月２回
	
	


仕　様　書４：　　都井岬ビジターセンター機械警備業務

　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　法令の遵守

　　委託業務を行うにあたり、関係法令を遵守し、特にその定めるところの諸手続き（許可、届出

等）を遅滞なく行うものとする。

２　目　　　的

　　管理に係わる警備対象内の財産の保護に任じ、施設の円滑な運営に寄与する。

３　警備方法

　　総合ガードシステム

４　警備の開始と終了

　　警備基準時間内において警備対象が無人の状態となり、指定管理者からの警報装置警戒開始の信号を受けたときに警備を開始し、指定管理者からの警報装置警戒解除の信号を受けたときに警備を終了する。

５　警備仕様

（１）警報装置

①警備対象で発生した異常事態を、ガードセンターへ自動的に通報する。

②最終退館口に設置する警報器の作動に関し、遅延時間を設定する。

③本件警備に必要な適合機器の配置、種類及び数量は、施設環境を考慮して、協議のうえ

定めるものとする。

（２）ガードセンター

警報受信装置を常時監視するとともに、機動隊との連携を保持する。

（３）機動隊

ガードセンターと連絡を保持し、警備対象の異常事態に備える。

６　警備開始時における取り扱い

（１）指定管理者における取り扱い

①指定管理者の最終退館者は、防火・防犯、その他の事故防止のための必要な処置を行い、

確認ランプで各警報機器の正常な状態を確認する。

②次に、最終退館者は、屋内に設置した操作器の電源及び回路を確認して、ＯＮ（警戒）の

状態に操作し、所定の時間内に退館する。

（２）ガードセンターにおける取り扱い

ガードセンターは、指定管理者の最終退館者の機器操作により、自動的に表示されるＯＮ

（警戒）の信号を確認し、警備を開始する。

７　警備終了時における取り扱い

（１）指定管理者における取り扱い

指定管理者の最初の入館者は、入館後に必ず屋内に設置した操作器を、所定の時間内に

ＯＦＦ（警戒解除）の状態に操作する。

（２）ガードセンターにおける取り扱い

ガードセンターは、指定管理者の最初の入館者の機器操作によって、自動的に表示される

ＯＦＦ（警戒解除）の信号を確認し、警備を終了する。

８　警備実施時間中における指定管理者の臨時入館

　　　原則として入館してはならない。ただし、真にやむを得ない場合のみ次の要領により行う。（１）指定管理者の臨時入館者は、所定の時間内に確実に操作器をＯＦＦ（警戒解除）の状態に

操作し、以後は指定管理者の責任において処理するものとする。

（２）指定管理者の臨時入館中の警備は、指定管理者の責任において実施する。
９　異常事態発生時におけるガードセンター及び機動隊の処置

（１）警報受信装置により、警備対象に異常事態が発生したことを感知した場合、ガードセンタ

ーは機動隊を速やかに急行させて異常事態を確認するとともに事態の拡大防止にあたる。

（２）警備対象に到着した機動隊は、異常事態を確認後、ガードセンターにその状況を連絡し、

必要に応じて関係先に通報する。

（３）あらかじめ定められた指定管理者の管理責任者、又は緊急連絡者に連絡する。

10　事故報告

　　事故発生の際は、速やかに電話もしくは口頭で報告するとともに、後刻書面をもって報告する。

11  鍵の預託

　　警備実施に必要な鍵（磁気カード含む）は相互に預託し、預託された鍵（磁気カード含む）は、

それぞれが厳重に取り扱い保管する。

12  警報装置の保守点検

    設置された警報装置の機能については、ガードセンターが適宜保守点検を行う。

13  緊急連絡者の指定

（１）指定管理者はあらかじめ緊急連絡者を指定し、その名簿をガードセンターに交付する。

（２）上記緊急連絡者に変更のあるときは、遅滞なくその都度、変更した名簿をガードセンター

に交付する。

14  そ の 他

　　警備実施上、この警備計画に定めのない事項について、必要あるときに限り、協議を行って、本計画に付加条項文書を添付する。

仕　様　書５：   都井岬ビジターセンター自家用電気工作物保安業務
　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。

１　法令の遵守

　　委託業務を行うにあたり、関係法令を遵守し、特にその定めるところの諸手続き（許可、

届出等）を遅滞なく、行うものとする。

２　委託業務の内容

　　電気事業法第４２条及び第５２条第１項の規定に基づき、対象施設の自家用電気工作物

の維持及び運用に関する保安管理業務(以下｢保安業務｣という｡)を行うものとする。 
   【自家用電気工作物の種別】
      〇受電電圧の契約種別　　業務用２３０ｋｗ

      〇受電電圧              ６,０００ボルト

３  保安業務の内容

（１）電気工作物の適正な維持及び運用のための定期的な点検、測定、試験等。

（２）電気工作物の事故発生時の原因探求、再発防止のための措置検討。

（３）上記に関する必要な協議又は助言。

（４）法令に定める官庁検査への立ち会い。

４　実施回数及び時期

（１）通常点検　　　毎月１回以上

（２）定期点検      年１回

５　絶縁常時監視装置の設置について

乙は、本施設の自家用電気工作物の絶縁状態を常時監視するため、絶縁常時監視装置を

設置することができる。絶縁常時監視装置を設置する場合は、指定管理業務の履行開始月

（４月）に速やかに設置して、保安管理業務が遅滞なく履行できるよう努めること。

平成１５年７月１日付け経済産業省告示第２４９号（改正平成１８年１２月２６日経済

産業省告示第３６２号）第４条第７号及び第８号に定める設備を設置して上記の絶縁監視

を行う場合には、４の（１）に定める通常点検の頻度を隔月１回以上とすることができる。

仕　様　書６：　　都井岬ビジターセンター消防用設備等保守点検業務
　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　委託業務の内容

  　消防法(昭和２３年法律１８６号) 第１７条の３の３（以下「法令」という。）の規定に基づき、

消化器、自動火災報知機、誘導灯設備、非常用放送設備の点検業務を行うことで、施設の円滑な

運営に寄与するものとする。

【消防設備等の種類】

　　〇消火器設備

〇自動火災報知設備

〇誘導灯設備

〇非常放送設備

２  点検の内容

　（１）外観及び機能点検

　（２）総合点検

　（３）その他必要な事項

３　実施回数及び時期

　　点検は年２回、実施時期については協議のうえで決定するものとする。       

 　※外観及び機能点検１回、総合点検(外観及び機能点検含む)１回の合計２回

４　経費の負担区分

    甲が必要と認めた不良箇所の補修等に係る経費は、甲の負担とする。

仕　様　書７：　　都井岬ビジターセンター給水設備清掃点検業務

　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　法令の遵守

　　委託業務を行うにあたり、関係法令を遵守し、特にその定めるところの諸手続き（許可、届出

等）を遅滞なく行うものとする。

２　委託業務の内容

　　水道法第３４条の２及び同施行規則第２３条の規定に基づき、対象施設の給水設備の点検清掃

等衛生上必要な措置により業務の円滑な運営に寄与するものとする。

    【給水設備の種類】

〇 受水槽（４ｔ）ポンプ室　　　１基

〇 浄化槽（８ｔ）             １基

〇 濾過槽（４ｔ）　　　　　　　１基

３  点検清掃保守の内容

　（１）給水設備の点検清掃。

　（２）取水口（沢水）の維持管理（大雨後の土石・枯れ枝・落ち葉等の除去、目詰まり防止）

（３）その他必要な事項

４　実施回数及び時期

　　点検清掃保守は年２回実施するものとし、実施時期については協議のうえ決定するものとする。

　ただし、取水口の維持管理については、必要に応じて月１回程度実施するものとする。

５　経費の負担区分

    甲が必要と認めた不良箇所の補修等に係る経費は、甲の負担とする。

仕　様　書８：　　都井岬ビジターセンターし尿処理合併浄化槽維持管理業務                    
　
この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　法令の遵守

　　委託業務を行うにあたり、関係法令を遵守し、特にその定めるところの諸手続き（許可、届出

等）を遅滞なく行うものとする。

２　委託業務の内容

　　対象施設のし尿処理合併浄化槽の技術上の管理(以下「維持管理」という。）を行い、その浄化

機能が最大限に発揮できるよう努めるものとする。

   【浄化槽の種別】

      〇し尿処理合併処理浄化槽（１３０人槽）

３  維持管理の内容

　（１）不良箇所等の補修（甲が必要と認めた場合に限る）

  （２）その他の維持管理について必要な諸機能の点検

　（３）浄化槽の清掃

４　実施回数及び時期

　　浄化槽の清掃は年１回、保守点検は年２４回実施するものとし、実施時期については、協議の

うえ決定するものとする。

５　経費の負担区分

    甲が必要と認めた不良箇所等の補修に係る経費は、甲の負担とする。

　

仕　様　書９：　　都井岬ビジターセンター足拭きマット等賃貸借
　この仕様書は、業務実施にあたり、特に留意すべき事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　法令の遵守

　　乙は、賃貸借業務を行うにあたり、関係法令を遵守し、特にその定めるところの諸手続き（許

可、届出等）を遅滞なく行うものとする。

２　賃貸借業務の目的

    乙は、都井岬ビジターセンター(以下｢対象施設｣という。)に足拭きマット及びモップ（以下｢物

品｣という。）を備え付け、対象施設が常に清潔に保たれるように定期的に物品の交換を行うもの

とする。

    【業務の内容】

      〇物品の備え付け及び交換

    【物品の種類】

〇足拭きマット（１５０ｃｍ×９０ｃｍ程度）×３枚

〇モップ      （  ５５ｃｍ×２５ｃｍ程度）×１本

    【足拭きマットの設置位置】

〇玄関           １枚

〇トイレ         ２枚（１階及び２階）

３  業務の実施時期および回数

　　対象施設に１ヶ月毎に上記の物品を納品し､施設の使用に供する。

仕　様　書10：　　都井岬ビジターセンター空調設備機器点検業務

　この仕様書は、業務実施にあたって、特に留意する事項及び業務内容の詳細を示すものであり、乙は、誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　業務の内容

　　対象施設の空調設備機器及びこれらに付属する機器全般に対し、自然消耗破損等による障害の

未然防止及び製品の寿命を保たせるための定期点検業務並びに運転中の故障修理調整を行って、

その空調機能が最大限に発揮できるよう努めるものとする。

【空調設備機器の種別】

〇空調機器　事務室　（SZRC112BB）１台

冷房能力10.0KW　暖房能力11.2KW　圧縮機出力　1.95KW　３φ200V

ワイドパネルBDB552H160、風向調整板KPW5G160

〇空調機器　展示室　（SZZZ280CF）２台

冷房能力25.0KW　暖房能力28.0KW圧縮機出力　5.7KW　３φ200V

風向調整板KPW5E112

　〇パッケージエアコン　セット（SZRA160BAND）２台

２  定期点検内容

①各部圧力測定及び温度測定（点検表に基づく）、②電流・電圧測定及び電気関係絶縁測定

③運転音及び振動チエック、④ガス漏れ及び水漏れチエック、⑤運転状態の良・否判定

⑥保護装置及び機能部品の作動確認、⑦各部ネジ増し締め、⑧錆発生ネジビス類交換及び錆発生

ケーシングタッチペイント、⑨エアフィルター清掃、⑩点検表作成

３　実施回数及び時期

　　定期点検業務は年２回実施するものとし、実施時期については協議のうえ決定するものとする。

４　定期保守点検業務終了後の検査等

    定期保守点検終了後、甲の立ち会い検査を受けるものとする。

５  委託期間中の故障等

    委託期間中において、乙の不備により機器に故障を生じた場合は、直ちに乙の費用で修理調整

を行うものとする。

６　経費の負担区分

　　点検業務に要する冷媒、その他必要な部品等（パッキン類、ウエス類を除く）及び自然消耗に

より取り替えを必要とする部品または乙の指示による改造、手直し等に要する費用は、乙の負担

とする。

    甲が必要と認めた不良箇所等の補修に係る経費は、甲の負担とする。

　

仕　様　書11：　　自動体外式除細動器（ＡＥＤ）設置及び維持管理業務
この仕様書は、業務実施にあたって、特に留意する事項及び業務内容の詳細を示すものであり、指定管理者は誠意をもってこれに従うものとする。ここに記載されていない事項については別途協議のうえ定めるものとする。
１　業務の内容
（１）自動体外式除細動器（以下「ＡＥＤ」という。）の設置及び維持管理

観光客など不特定多数が利用する公共施設において、万一、施設利用者の心肺停止

など不測の事態が発生した場合に備え、当該施設にＡＥＤを常時設置し、一刻も早い

人命救助に寄与できるよう努めること。

（２）消防署等が主催する普通救命講習又はそれに類する研修等を修了し、ＡＥＤを使用
できる常駐者１名以上を対象施設に配置すること。
（３）機器の種別
日本光電工業株式会社製ＡＥＤ（型式：ＡＥＤ－３１００）１台（同等品も可）

２　設置方法

　　指定管理者は、当該施設１階に設置済みのＡＥＤ格納容器に適合するＡＥＤ本体（電極

パッド等、機器の使用に必要な付属品を含む）をリース契約等により備え付けること。

３  機器の日常的な点検業務
（１）ＡＥＤ本体の「使用可能」表示を確認すること。
（２）ＡＥＤ格納容器の扉を開け、アラームの作動を確認すること（電源は乾電池）。
４　点検業務の実施方法

　　点検業務は、施設の開館時間の前に毎日１回実施すること（ただし施設休館日を除く）。
５　経費の負担区分

　　点検業務に要する経費並びに不良箇所等の補修に係る経費は、指定管理者の負担とする。
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